
 

 授業実践を行うに当たり、自立活動指導資料（肢体不自由）を活用しながら、授業づくりの基礎となる児童一

人一人の「自立活動の指導における目標設定シート」を作成しました。「自立活動の指導における目標設定シー

ト」は、実態把握から具体的な指導内容、評価基準までを手順に沿って設定できるようになっています。また、

指導目標を設定するに至った考え方（流れ）を記載し、指導の根拠を明確にすることができるようになってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 肢体不自由のある児童生徒の自立と社会参加のための資質・能力の育成を進めていくため

に、本研究及び自立活動指導資料（肢体不自由）を役立てていただければ幸いです。  

研究の詳細と自立活動指導資料（肢体不自由）は、当センターWeb ページに掲載しています。

どうぞご活用下さい。  

【http://www1.iwate-ed.jp/04kenkyu/210sien.html】 

令和４年度 岩手県立総合教育センター 

研究主題 

特別支援学校における障がい種に応じた 
専門性の向上と指導の充実に関する研究 

－自立活動指導資料（肢体不自由）の作成を通して－ 

【研究担当者】 長期研修生 齊藤 香子 

（所属校 岩手県立盛岡となん支援学校） 

【この研究に対する問い合わせ先】 

教育支援相談担当 

TEL 0198-27-2821 FAX 0198-27-3562 

E-mail sien-r@center.iwate-ed.jp 

 

 全国の肢体不自由特別支援学校では、児童生徒の障がいの重度・重

複化や多様化、医療的ケアを必要とする児童生徒数の増加により、多

様な教育的ニーズに応じた指導の工夫・充実が求められています。し

かし、教員が児童生徒の適切な実態把握、その実態に応じた指導目標・

内容の設定、指導内容に基づく授業実践などに困難さを抱えているこ

とが多く、これまで培われてきた知識や技術の継承、専門性の維持向

上が課題となっています。 

 このような課題を改善するためには、教員が蓄積されてきた授業実

践や教育理論等を学び、障がいの特性や実態に応じた個別の指導計画

を作成し、専門的な視点を踏まえた授業実践を積み重ねていく必要が

あります。 

 そこで本研究では、「肢体不自由教育における教員の専門性を明らか

にすること」、「自立活動指導資料を作成すること」、「自立活動指導資

料を活用した授業実践を行うこと」の三つの手立てを講じて、教員の

専門性の向上と指導の充実を目指すこととしました。 

 

  

肢体不自由教育における障がいの特性等に

関する理解や幅広い知識を「教育理論」、専門

的な知見を活用した個に応じた分かりやすい

指導を「授業実践」と位置付け、肢体不自由教

育の視点からそれぞれ整理したものを「専門

性の要素」としました。所属校の教員を対象に

調査した結果を受け、専門性の要素を左図の

ように整理しました。 

 整理した専門性の要素を基に、自立活動指

導資料（肢体不自由）を作成しました。

はじめに 

【研究構想図】 

手立て１ 教員の専門性に関する調査 

自立活動指導資料（肢体不自由）の 
詳細は裏面へ 

手立て３ 「自立活動指導資料（肢体不自由）」を活用した授業実践 

おわりに 

＜授業実践１＞「からだをうごかそう！」 

＜児童Ｂ 目標設定シートの一部＞ 

④　③で整理した課題同士がどのように関連しているかを整理し、中心的な課題を導き出す段階

課題関連図

原因→影響・結果　　　　⇔相互に関係　　　・・・・・相反する関係　　　　□中心課題

【指導すべき課題】（つけてほしい力、これから獲得すべきこと、○年後に向けて今つけたい力）
・身体の力を自分で抜くことができる
　（自分で力を抜くことができれば、右手の力を抜いて作業できるようになると考える）

④　③で整理した課題同士がどのように関連しているかを整理し、中心的な課題を導き出す段階

手順２　課題の抽出と関連の整理

③　①をもとに②で整理した情報から課題を抽出する段階

・筋緊張が強く、身体が硬い（身）　・斜めに見ることがある（環）
・車椅子で姿勢が崩れやすい（身）　・左半身にまひあり、右手にもぎこちなさがある（身）

・筋緊張が強い。

・車椅子で姿勢が左に崩れてい

・左半身にまひがある。

・食事に時間がかかる。

・カスタネットばさみで放す時

に声掛け必要。

・斜めに見る時がある。

・身体が硬い。

見え方や視野に困難さあり？

右手にもぎこちなさあり？

左側に力を入れられない？

変に力を入れている？

関係しているかも
だから

だから

だから

だから

筋緊張が強い 
身体が硬い 

＜授業実践２＞「かだいにとりくもう」 

＜児童Ａ 課題関連図（ＫＪ法で作成）＞ 

「自立活動の指導における目標設定シート」の作成を通して、児童の実態把握、指導すべき課題の整理、

指導目標・内容の設定を行い、授業づくりにつなげました。また、授業実践を行う中で、学習状況や指導の

評価を行い、指導の手立てや支援方法の変更を行いました。 

  

自立活動指導資料（肢体不自由）を活用

した授業実践により、教員の専門性の向上

と指導の充実を図ることができました。 

【肢体不自由教育における教員の専門性】 

【改善箇所の例】 

 

 

 

 授業実践後、指導資料に関する調査で得

られた回答を基に、必要とされる情報を追

記したり、内容を再整理したりするなどの

改善を加え、自立活動指導資料（肢体不自

由）を完成させました。 

・肢体不自由の理解 

心理、病理・生理についての知識／基礎感覚、認知発達の知識／言語発達の知識／ 

運動・動作の知識／車椅子や補助具、自助具の知識／摂食・嚥下の知識 

・個別の指導計画の作成と活用に関わる知識 

・重複障がいの特性と配慮事項 

・医療的ケアに関わる知識 

・危機管理に関わる知識（健康管理、安全な介助） 

・関係機関との連携（医療機関、外部専門家） 

・将来の自立と社会参加に関わる知識（福祉施設、医療機関、行政機関との連携） 

・保護者理解と連携 

・教科指導の方法 

・教材教具の工夫 

・ＩＣＴの活用 

・個別の指導計画の作成と活用 

・自立活動の指導 

健康の保持／心理的な安定／人間関係の形成／環境の把握／ 

身体の動き／コミュニケーション 

・重複障がいのある児童生徒の指導 

・医療的ケアを必要とする児童生徒の指導 

・車椅子や補助具、自助具の取り扱いの指導 

・キャリア教育、進路指導 

初めてのことは 

警戒する 

筋力が 

ない 



 

 

 

 

 

 

 「自立活動指導資料（肢体不自由）」は、３章で構成されています。肢体不自由教

育の基本的理解に必要な事項や、自立活動の指導の基本的事項を整理しました。ま

た、「自立活動の指導における目標設定シート」の作成・活用について提示したり、 

自立活動と各教科の関連を示したりしています。コラムには、

肢体不自由教育で使われる用語の説明や指導のポイント等を掲

載しました。更に専門性を深めるために、肢体不自由教育に関

連する文献等も紹介しています。 

 

 

 

肢体不自由教育における教員の専門性の向上と指導の充実を目指して 

第１章 
（１）特別支援教育の基本 
（２）肢体不自由教育の基本 
（３）肢体不自由のある児童生徒の特性 
（４）肢体不自由の理解 
（５）感覚と認知について 
（６）姿勢や身体の動きについて 
（７）コミュニケーションについて 
（８）摂食指導について 
（９）ＩＣＴ活用について 
（10）医療的ケアについて 
（11）補助具や補助的手段、自助具の活用について 
（12）進路指導（キャリア教育）について 
（13）関係機関や外部専門家との連携 
（14）肢体不自由障がいの福祉 

第２章 
（１）指導の基本 
（２）肢体不自由のある児童生徒の自立活動 
（３）自立活動の指導内容と留意点 

第３章 
（１）指導上の配慮事項 
（２）教科指導のための手立てと配慮 

コラム 

・車椅子操作 

・排せつ指導 

・障がいとは 

・姿勢づくり 

・感覚統合 

・心理的ケア 

手立て２ 「自立活動指導資料（肢体不自由）」の作成 

第３章 自立活動と各教科との関連～小学部を中心に～ 

小学部を中心とした各教科の指導上の配慮事項や指導のための手立て等

を掲載しています。併せて、自立活動との関連も示しています。 

教科指導のための手立てと配慮 

＜自立活動指導資料 p.84＞ ＜自立活動指導資料 p.85＞ 

自立活動との関連を示しました。 

感覚や認知がもたらす困難さについて、教科ごとに例示
しました。 

＜自立活動との関連＞ 
自立活動の内容【４ 環境の把握】との関連が深い項目です。 

児童生徒の困難さの原因を理解し、手立てや配慮の方法を検討していくことが大切です。手

立てや教材・教具を工夫して授業をした結果がどうだったか、うまくいかなかったときにはど

う改善したらいいのかを検討していきましょう。自立活動の時間で困難さを取り上げて、児童

生徒に適した手立てを見つけ、教材・教具の使い方を覚えていくなど、自立活動の指導との密

接な関係を保ち、学習効果を高めていくことが大切です。 

 

第２章 自立活動の指導～自立と社会参加を目指して～ 

『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編（平成 30 年）』

において示されている自立活動の指導の基本的事項、肢体不自由のある児

童生徒に関連する事項について整理して掲載しています。 

肢体不自由のある児童生徒の自立活動 

＜自立活動指導資料 p.36＞ 

自立活動の指導内容及び留意点 

＜自立活動指導資料 p.64＞ 

項目の中で使われて 
いる言葉の解説ペー 
ジを「参照欄」に示 
しました。 

参照 
概念 
p.13 

「自立活動の指導における目標設定シート」を活用して目標設定する
際のポイントを「ポイント欄」に示しました。 
 

第46回日本肢体不自由教育研究大会（令和４年） 
「セミナーA2自立活動の指導の課題設定と評価」演習資料を基に作成 

 
ポイント 

目標設定シートの作成は、担任だけでなくチームで取り組むこと、

様々な立場からの意見を交換する場を設定することが大切です。 

教員一人一人の児童生徒の実態の捉え方や見方、考え方が違うこと

を踏まえ、それぞれの意見や情報を出し合いましょう。 

話し合いの場では、出された意見を尊重する雰囲気づくりを大事に

しましょう！ 

第１章 肢体不自由教育の基本的理解 

児童生徒の指導に当たる上で、踏まえておくべき基本的な知識や指導上

の留意点等を掲載しています。それぞれの項では、自立活動との関連を示

しています。 

肢体不自由のある児童生徒の特性 摂食指導について 

＜自立活動指導資料 p.4＞ ＜自立活動指導資料 p.16＞ 

自立活動との関連を示しました。 

＜自立活動との関連＞ 

自立活動の内容【１ 健康の保持】との関連が深い項目です。 

盛岡となん支援学校で、安全に摂食指導を行うために行っている取組を紹介しています。 

自立活動の六つの区分ごとに児童生徒の困難さや特
性を例示しました。 


